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Abstract
The recognition of “the education consultation coordinator” increased by “about improvement of 
education consultation notified of the child student” from Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology. The number of the teachers in their 40s decreases, and the support system 
of “the team school” is necessary to plan various problem solutions to surround the child student in 
the current school which a teacher number in its twenties increases. This report examined the way of 
“the education consultation coordinator” for the cause in a practice example in A city B junior High 
School for 3 years. As a result, the school was to place “an education consultation coordinator” as a 
facilitator of the development promotion-like instructional activity for all child students newly, and I 
brought a good effect, and the whole school education activity was able to plan class improvement. 
In addition, I added it to a thing, school counselor and the collaboration with the expert that “an 
education consultation coordinator” could take the central role of “the team school” on and assisted 
the curriculum management to contribute to an educational practice study, and possibility of the new 
development of the school education consultation as the instructional activity was suggested.
　小中学校では、文部科学省通知「児童生徒の教育相談の充実について」（2017）により「教
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立小学校教員の 40歳代は平成 16年（38.4％）から平成 28年（22.7％）は 15.7ポイント減少し、
公立中学校教員の 40歳代は平成 16年（41.4％）から平成 28年（23.9％）は 17.5ポイント減
少している。これら 40歳代教員の大幅な減少は、学校内での若手教員とベテラン教員をつな
ぐ中堅教員が少なくなっていることを意味する。同じく公立小学校の 20歳代は平成 16年









































員会にスーパーバイザーとして 1名、A市内の 3区にそれぞれ 1名ずつの計 4名の配置でスター
トした。その後、2018年度に 6区、2019年度に全 9区配置へと拡大し、ようやく各区 1名体
制ができたところである。




















































































































小学校 17校、中学校 9校の計 26校で実施した。その後、拡大され X＋ 7年度末で A市の半
数の学校がスキル演習を体験した。
②「育てる教育相談」実践推進校




取組を全市に発信することとした。X＋ 4年～ X＋ 6年は、全ての生徒を対象として学校を
挙げた発達促進的な生徒指導を教育実践の土台に教育活動を行おうとしている B中学校区を
指定して、小中連携の実践研究を行った。























ンケートを 1年間に 2回ずつ実施した。下位尺度は <学級満足 ><集団活動 ><自尊感情 ><
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X＋ 4～ X＋ 5年度には全校生徒に学校生活アンケートを実施したが、ここでは 2年間実
践した学年のアンケートについて述べる。学校生活アンケートは 40項目からなり、回答は「1．
そう思う」「2．どちらかといえばそう思う」「3．どちらかといえばそう思わない」「4．そう
思わない」の 4件法である。X＋ 4年度の 1回目に実施した 132名の数値を合計し、均等に
33名ずつの 4層（第 1群～第 4群）に分け、数値が大きい上位 33名（否定的回答数が最多









人権教育全市研究集会（X＋ 5年）、第 6回学力向上担当者連絡会（X＋ 6年）、日本学校教
育相談学会（X＋ 6年）、学校カウンセラ ・ーガイダンスカウンセラー実践研究会（X＋ 6年）、
全国個を生かし集団を育てる学習研究大会プレ大会（X＋ 6年）の 5回である。
表 2　生徒アンケート因子別肯定的回答の推移
因子名 学級満足 集団活動 自尊感情 共感性 記録整理 話合い活動 活動参画
設問数 7 8 6 4 2 8 5
肯定的向上値
の平均
16% 27% 20% 21% 18% 25% 27%
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